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常陸太田市
子育て基本条例を
制定しました

みんなで子育て上手!

特 集



常
陸
太
田
市
子
育
て

基
本
条
例
制
定

み
ん
な
で
子
育
て
上
手
！

保
護
者
は
も
と
よ
り
地
域
全
体
で
連
携
し
て
市
の
子

ど
も
た
ち
を
育
て
る
た
め
に
、
誰
が
何
を
し
な
く
て

は
い
け
な
い
の
か
の
「
責
務
と
役
割
」
を
明
確
に
し
、

そ
れ
ぞ
れ
が
連
携
を
と
る
こ
と
を
定
め
た
条
例
で

す
。
こ
の
条
例
が
「
子
育
て
上
手
常
陸
太
田
」
へ
の

さ
ら
な
る一歩
に
な
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

市
で
は
、
地
域
社
会
が
一
体
と
な
っ
て
、
子
育
て
に

取
り
組
む
こ
と
を
目
的
に
、
県
内
で
初
め
て
と
な
る

子
育
て
基
本
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
も

多
く
の
子
育
て
支
援
施
策
を
実
施
し
て
き
ま
し
た

が
、
今
回
、
条
例
を
制
定
し
、
子
育
て
に
関
す
る

基
本
的
な
考
え
方
を
定
め
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
、
安

心
し
て
子
ど
も
を
生
み
、
育
て
ら
れ
る
環
境
を
つ
く

り
、
子
ど
も
が
健
や
か
に
成
長
で
き
る
市
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

「
子
育
て
上
手
常
陸
太
田
」
で
、
も
っ
と
子
育
て
を

楽
し
く
、
快
適
に
、
そ
し
て
よ
り
良
い
子
育
て
が
で

き
る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

●
子
育
て
に
関
す
る
総
合
的
な
施
策
を
策
定
し
実

施
し
ま
す
。

●
子
ど
も
の
体
験
活
動
お
よ
び
知
識
習
得
の
機
会
の

提
供
に
努
め
ま
す
。

●
保
護
者
の
子
育
て
に
関
す
る
知
識
習
得
、
相
談
、

保
護
者
同
士
の
交
流
の
機
会
お
よ
び
情
報
の
提
供
に

努
め
ま
す
。

●
子
育
て
に
お
い
て
、
最
も
重
要
な
責
任
を
負
う
こ

と
を
自
覚
し
、
子
ど
も
が
健
や
か
に
育
つ
よ
う
努
め

ま
し
ょ
う
。

●
子
ど
も
を
ひ
と
り
の
人
間
と
し
て
尊
重
し
、
生
活

習
慣
や
社
会
的
ル
ー
ル
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
努

め
ま
し
ょ
う
。

特  

集

市保
護
者

子
育
て
基
本
条
例
っ
て
何
？

●
安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
、
育
て
る
こ
と
が
で
き

る
環
境
を
確
保
し
て
い
き
ま
す
。

●
地
域
社
会
に
お
い
て
、
自
主
的
な
子
育
て
支
援
の

取
組
を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。

●
社
会
全
体
で
子
育
て
支
援
に
取
り
組
む
意
識
の
啓

発
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

「
基
本
理
念
」

「
責
務
と
役
割
」っ
て
？

「
責
務
と
役
割
」っ
て
？

子
育
て
基
本
条
例

県
内
初
!!
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保護者、市民、学校および事業者との連携を図ります。保護者、市民、学校および事業者との連携を図ります。

子育て支援の計画を策定し、
総合的に施策を推進していきます。
子育て支援の計画を策定し、
総合的に施策を推進していきます。
子育て支援の計画を策定し、
総合的に施策を推進していきます。

妊娠、出産および子育てにおいて
切れ目ない支援を実施していきます。
妊娠、出産および子育てにおいて
切れ目ない支援を実施していきます。
妊娠、出産および子育てにおいて
切れ目ない支援を実施していきます。

子育て支援のための施設の充実と
人材の育成に努めます。
子育て支援のための施設の充実と
人材の育成に努めます。
子育て支援のための施設の充実と
人材の育成に努めます。

子育てに関する情報発信と啓発活動を行います。子育てに関する情報発信と啓発活動を行います。子育てに関する情報発信と啓発活動を行います。

常陸太田市はこれからも安心して子どもを生み、育てられる環境づくりを推進し、
子育て世帯への支援充実に積極的に取り組んでいきます。

常陸太田市の施策常陸太田市の施策
この条例が定める通り、

市では今後も以下の施策を推進していきます。

●
地
域
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
成
長
で

き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

●
相
互
に
協
力
し
、
子
育
て
に
関
す
る
知
識
や
経
験

を
提
供
し
、
子
ど
も
の
郷
土
愛
醸
成
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

●
子
ど
も
た
ち
が
主
体
的
に
夢
を
描
き
、
実
現
で
き

る
よ
う
な
生
き
る
力
「
夢
育
」
を
推
進
し
ま
す
。

●「
確
か
な
学
力
」「
豊
か
な
心
」「
健
や
か
な
体
」

の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
子
ど
も
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

●
保
護
者
や
地
域
社
会
と
連
携
し
、
子
育
て
に
良

好
な
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

●
保
護
者
の
役
割
を
理
解
し
、
仕
事
と
子
育
て
の
両

立
が
で
き
る
よ
う
職
場
環
境
の
整
備
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

1.1.
2.2.
3.3.
4.4.
5.5.

学
　
校

市
　
民

事
業
者
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4

おめでとうございます

TOPICS
日
本
赤
十
字
社
茨
城
県
支
部
か
ら
新
た
に
赤
十
字

救
援
車
の
引
き
渡
し
が
あ
り
、
本
市
に
配
備
さ
れ
ま

し
た
。こ
の
赤
十
字
救
援
車
に
は
、皆
さ
ん
か
ら
お
寄

せ
い
た
だ
い
た
活
動
資
金
の一部
が
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。今
後
、
火
災
や
自
然
災
害
等
の
被
災
者
援
護

や
市
内
に
お
け
る
赤
十
字
活
動
等
の
福
祉
活
動
で
使

用
し
て
い
き
ま
す
。

赤
十
字
救
援
車
が
配
備
さ
れ
ま
し
た

長
年
に
わ
た
り
、
公
共
に
対
し
功
労
の

あ
っ
た
方
な
ど
に
贈
ら
れ
る
叙
勲
・
褒

章
の
受
章
者
が
発
表
さ
れ
、市
内
で
は
次

の
方
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

◆
瑞
宝
双
光
章
：

　
江
幡 

正
敏
さ
ん（
亀
作
町
）

　
嶋
田 

正
雄
さ
ん（
磯
部
町
）

　
川
崎 

博
通
さ
ん（
上
土
木
内
町
）

　
風
野 

隆
次
さ
ん（
芦
間
町
）

◆
瑞
宝
単
光
章
：

　
渡
邉 

正
行
さ
ん（
白
羽
町
）

　
林 

健
一
さ
ん（
薬
谷
町
）

　
吉
澤 

一
治
さ
ん（
東
染
町
）

◆
緑
綬
褒
章
：

　
三
次 

満
佐
子
さ
ん（
西
三
町
）

◆
黄
綬
褒
章
：

　
田
部
井 

恵
子
さ
ん（
宮
本
町
）

叙
勲
・
褒
章

◆
功
労
者
表
彰
：

　
井
坂 

晴
さ
ん

◆
役
員
・
委
員
表
彰
：

　
楊
箸 

勝
己
さ
ん

◆
永
年
審
判
委
員
表
彰
：

　
生
田
目 

義
昭
さ
ん

　
堀
江 

政
明
さ
ん

　
吉
岡 

甚
一
郎
さ
ん

　
松
浦 

英
夫
さ
ん

　
中
野 

次
夫
さ
ん

◆
感
謝
状
贈
呈
：

　
常
陸
太
田
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

県
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
発
足
70
周
年
記
念
表
彰（後列左から）松浦さん、生田目さん、中野さん

（前列左から）楊箸さん、井坂さん、吉岡さん
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TOPICS
友
好
都
市
で
あ
る
中
国
の
余
姚
市
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
マ
ス

ク
・
医
療
用
ゴ
ー
グ
ル
な
ど
の
支
援
物
資
が
届
き
ま
し
た
。マ
ス
ク
は
市
内
の
妊
婦
の
皆
さ

ん
、医
療
機
関
等
に
配
布
し
て
い
き
ま
す
。

余
姚
市
か
ら
マ
ス
ク
な
ど
が
届
き
ま
し
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
広
ま
り
、い
つ

も
ど
お
り
に
お
出
か
け
で
き
な
い
日
々

が
続
い
て
い
ま
す
が
、こ
の
機
会
に
、家

で
常
陸
太
田
市
の
歴
史
を
学
ん
で
み
ま

し
ょ
う
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に「
お
う
ち
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
」
専
用
ペ
ー
ジ
が
で
き
ま
し
た
。市

の
歴
史
や
家
で
遊
び
な
が
ら
学
べ
る
コ

ン
テ
ン
ツ
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

♦
内
容
：

●
常
陸
太
田
市
の
歴
史

郷
土
資
料
館
の
常
設
展
示
を
も
と
に
、市

の
歴
史
を
ま
と
め
ま
し
た
。

段ボールには両市を結び付けた朱舜水を入れたエールが書かれています

妊婦の皆さんへ保健師が家庭訪問時に
体調を確認しながら配布しました

マスクなどの支援物資と、岡部合名会社の
高濃度アルコールを市医師会へ手渡しました

●
お
う
ち
で
楽
し
く
学
ぼ
う

ぬ
り
絵
や
工
作
を
し
な
が
ら
、家
で
楽
し

く
市
の
文
化
財
な
ど
が
学
べ
ま
す
。

♦
お
う
ち
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
は
：

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
家
に
い

る
時
間
が
増
え
た
児
童
生
徒
に
向
け
、博

物
館
が
収
蔵
品
の
紹
介
や
家
で
で
き
る

工
作
等
、家
で
楽
し
く
学
べ
る
ア
イ
デ
ィ

ア
を
伝
え
て
い
く
も
の
で
す
。北
海
道
博

物
館
か
ら
始
ま
り
、全
国
各
地
の
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
が
特
色
あ
る
配
信
を
行
っ
て
い

ま
す
。

♦
問
：
文
化
課
文
化
振
興
係（
72
‐
３
２

０
１
）

「
お
う
ち
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」が
開
館
し
ま
し
た

常陸太田市郷土資料館



5
月
24
日
、
旧
常
陸
太
田
市
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
里
美
セ
ン
タ
ー
を
改
修
し
た
「
ひ

た
ち
お
お
た
チ
ー
ズ
工
房
」
が
稼
働
を
開

始
し
ま
し
た
。こ
こ
で
は
、
市
内
産
の
生
乳

を
使
っ
た
ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ
を
製
造
し

て
お
り
、
県
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
や
ホ
テ
ル
、

道
の
駅
ひ
た
ち
お
お
た
等
を
通
じ
て
皆
さ

ん
に
お
届
け
し
ま
す
。

♦
ひ
た
ち
お
お
た
チ
ー
ズ
工
房
長
・
平

賀
優
子
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト
：

「
工
房
で
は
市
内
の
生
乳
を
使
用
し
、心
を

込
め
て一つ一つ
大
切
に
ス
タ
ッ
フ
5
名
で
手

作
り
を
し
て
お
り
ま
す
。工
房
長
と
し
ま

し
て
も
日
々
精
進
を
続
け
な
が
ら
、
生
乳

の
美
味
し
さ
を
そ
の
ま
ま
チ
ー
ズ
に
し

て
、
新
鮮
な
味
を
皆
さ
ま
の
食
卓
に
お
届

け
し
ま
す
。今
後
、
商
品
情
報
等
に
つ
い
て

は
、当
工
房
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
随
時
、情

報
を
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
」

【
商
品
紹
介
】

モ
ッ
ツ
ァ
レ
ラ
：
ツ
ル
ツ
ル
と
滑
ら
か
で
、

よ
く「
つ
き
た
て
の
お
餅
の
よ
う
」と
表
現

さ
れ
る
モ
ッ
ツ
ァ
レ
ラ
チ
ー
ズ
。熱
を
加
え

る
と
ト
ロ
リ
と
し
て
、
独
自
の
糸
引
き
が

楽
し
め
る
の
で
、
ピ
ザ
や
グ
ラ
タ
ン
等
の

加
熱
料
理
に
も
オ
ス
ス
メ
で
す
。

カ
チ
ョ
カ
ヴ
ァッ
ロ
：一度
見
た
ら
忘
れ
な

い
、
ユ
ニ
ー
ク
な
形
が
特
徴
で
す
。火
を
通

す
事
で
本
領
を
発
揮
す
る
の
で
、
と
ろ
け

て
よ
り
美
味
し
く
、
い
ろ
ん
な
食
べ
方
を

楽
し
め
ま
す
。

ス
ト
リ
ン
グ：ま
る
で
サ
キ
イ
カ
を
さ
く
よ

う
に
、手
で
引
っ
張
る
だ
け
で
チ
ー
ズ
の
繊

維
が
さ
け
る
ス
ト
リ
ン
グ
チ
ー
ズ
。さ
け
て

い
く
楽
し
さ
と
シ
コ
シ
コ
と
し
た
食
感
の
楽

し
さ
で
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
人
気
で
す
。

【
販
売
店
舗
】

道
の
駅
ひ
た
ち
お
お
た

＊
当
面
の
間
、
販
売
店
舗
・
数
量
は
限
定

的
な
販
売
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

♦
問
：
農
政
課（
内
線
６
１
４
・
６
１
５
）、

ひ
た
ち
お
お
た
チ
ー
ズ
工
房
（
大
中
町
１

７
０
２
‐
２
／
82
‐

２
３
２
９
）

6

TOPICS
「
ひ
た
ち
お
お
た
チ
ー
ズ
工
房
」

が
稼
働
開
始

平賀優子さん

モッツァレラ

ストリングカチョカヴァッロ
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地
域
の
皆
さ
ん
が
築
き
上
げ
て
き
た
農

地
を
将
来
に
わ
た
っ
て
引
き
継
い
で
い
く

た
め
に
人
・
農
地
プ
ラ
ン
を
作
り
ま
せ

ん
か
。

近
年
、
農
業
を
縮
小
し
た
り
や
め
る
方

が
増
え
て
き
て
い
る
中
で
、
地
域
の
農

地
を
ど
う
や
っ
て
守
っ
て
い
く
か
が
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
課
題
を
解
決
す

る
た
め
に
は
、
誰
が
ど
こ
の
農
地
を
担
っ

て
い
く
か
な
ど
を
地
域
で
話
し
合
い
、

農
地
の
未
来
の
設
計
図
を
作
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

こ
の
設
計
図
を
人
・
農
地
プ
ラ
ン
と
い

い
ま
す
。
市
で
は
地
域
で
の
話
し
合
い

が
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
よ
う
、
関
係
機
関

と
連
携
し
て
説
明
会
の
実
施
や
地
図
の

作
成
な
ど
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

【
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
メ
リ
ッ
ト
】

人
・
農
地
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
こ
と
に

よ
り
、
そ
の
地
域
や
担
い
手
は
さ
ま
ざ

ま
な
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
地
域
に
対
し
て
の
支
援

中
間
管
理
事
業
を
活
用
し
て
農
地
を
集

積
す
る
と
協
力
金
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

●
中
心
経
営
体
に
対
し
て
の
支
援

強
い
農
業
・
担
い
手
づ
く
り
総
合
支
援

交
付
金
や
農
業
次
世
代
人
材
投
資
資
金

事
業
（
経
営
開
始
型
）、
ス
ー
パ
ー
Ｌ
資

金
の
当
初
５
年
間
の
無
利
子
化
な
ど
の

支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

＊
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
：
農
政
課
農
地
計
画
係
（
内
線
６

１
２
）

農
地
の
未
来
の
設
計
図

（
人・農
地
プ
ラ
ン
）を
作
り
ま
し
ょ
う

地域の農地の将来について
地域で話し合ってみませんか？

〈人・農地プランの作成手順〉

アンケート調査

1 2 3

農地所有者や耕作者に向け
て、農地の現状と後継者の有
無といった地域の状況がわか
るアンケート調査を実施しま
す。
＊一部地域では実施済みです。

地域の現状の把握
①のアンケート結果をもとに
農家の年齢層や後継者の有無
等、現状がわかるような地図
を市が作成します。

②で作成した地図をもとに地
元の方々で話し合い、5～ 10
年後の将来、農地を誰に担っ
てもらうかの方針を決めます。
プランについては定期的に見
直しをしていきます。

地域の中心となる農家
（中心経営体）への農地の
集約化の方針の作成



新型コロナウイルス対策と
新しい生活様式

新型コロナウイルス感染症との闘いは長期戦を覚悟しなければなりません。
今後、日常生活の中で「新しい生活様式」を取り入れながら、引き続き、感染症拡大予防に努めていきましょう。

実践例一人ひとりの基本的感染対策

根本電興株式会社様 より
◆教育振興のため
50万円

WWB株式会社様 より
◆医療機関へ
不織布三層マスク

岡部合名会社様 より
◆新型コロナウイルス感染
　拡大防止のため
高濃度アルコール（70％）
300㎖　100本

温かいご支援
ありがとうございます

多くの市民の皆様からも
手作りマスク等を寄付
いただきました。

まめに手洗い・手指消毒。
手洗いは30秒程度
かけて水と石けんで
丁寧に洗う。
（手指消毒薬の
使用も可）

感染防止の3つの基本

「3密」の回避
（密集、密接、密閉）

人との間隔は、できるだけ2ｍ
（最低1ｍ）空ける。

遊びにいくなら屋内より屋外
を選ぶ。

会話をする際は、
可能な限り真正面を避ける。

外出時、屋内にいるとき
や会話をするときは、
症状がなくてもマスクを着用。
マスクをしている体に熱が
こもるため熱中症に注意。
喉が乾いてなくても
水分補給を。

家に帰ったらまず
手や顔を洗う。できるだけ
すぐに着替える。
シャワーを
浴びる。

マスクの着用
手洗い

①
②
③

身体的距離の確保
2m
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◆給付金等一覧
対　象 申請期限等 問い合わせ先

特別定額給付金

臨時特別給付金

徴収猶予の
特例制度

上下水道料金の
支払猶予

市ひとり暮らし等
学生生活応援事業

住居確保給付金
（家賃）の受給要件が

緩和

令和2年4月27日現在で
本市の住民基本台帳に
記録されている方

令和2年4月分（3月分含む）の
児童手当および特例給付受給者

事業等に係る収入に相当の
減少があり、条件を満たす方

一時的に上下水道料金の支払い
が困難になった方（個人法人を
問いません）

県が行った要請に応じ市内に有す
る事業所や店舗等の休業または
営業時間短縮を行った事業者で、
条件を満たす方

市内出身で県外に暮らしている
学生で、条件を満たす方

休業等に伴う収入減少により、離
職や廃業と同程度の状況にある
方で、条件を満たす方

5月11日に申請書を発送
していますので、 8月11
日（火）までに申請してく
ださい。

申請手続きは不要です。
＊公務員の方は手続きが必要です。

6月30日（火）または納期
限(納期限が延長された
場合は延長後の期限)の
いずれか遅い日までに申
請してください。

1年を限度として支払いを
猶予します。

7月31日（金）までに
申請してください。

8月11日（火）までに
申請してください。

随　時

総務課特別定額
給付金推進室 
(内線380・381)

子ども福祉課子ども
家庭係(内線145)

収納課収納係
（内線203・205・243）

上下水道総務課
料金係（72-1230）

商工振興・企業誘致課
（内線621・622）

少子化・人口減少対策
課（内線314・346）

社会福祉課
生活支援係

（内線147・148）

子育て世帯

市新型コロナ
ウイルス感染症
拡大防止協力金

事業者

＊詳細については、市ホームページをご覧いただくか、
各問い合わせ先へお問い合わせください。

・
上
限
：
20
万
円

・
据
置
期
間
：
１
年
以
内

・
償
還
期
間
：
２
年
以
内

・【
単
身
】
月
15
万
円
以
内

  

【
２
人
以
上
】
月
20
万
円
以
内

  

貸
付
期
間
：
原
則
３
カ
月

・
据
置
期
間
：
１
年
以
内

・
償
還
期
間
：
10
年
以
内

申
請
に
必
要
な
書
類
な
ど
、
詳
細
は
事
前
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
無
利
子
・
保
証
人
不
要

＊
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
起
因

し
な
い
理
由
の
場
合
や
、
生
活
保
護
世
帯
、
ま

た
は
従
来
か
ら
就
業
し
て
い
な
い
等
収
入
減
少

が
な
い
場
合
は
貸
付
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

＊
申
し
込
み
後
に
貸
付
審
査
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

＊
申
請
書
類
は
、
市
役
所
本
所
・
各
支
所
、
市

社
会
福
祉
協
議
会
本
所
・
各
支
所
に
設
置
し
て

い
ま
す
。

◆
問
：
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
73 

‐ 

１
７
１
７
）

緊
急
小
口
資
金

総
合
支
援
資
金

貸付制度の相談受付を行っています。
新型コロナウイルス感染症の影響による休業や失業などで生活資金が必要となった方へ
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消防本部（73-1194）

消毒用アルコールの
安全な取扱いについて

手指の消毒等のため、消毒用アルコールを使用する機会が増えていますが、
一般に消毒用アルコールの物性として、次の特徴があります。

消毒用アルコールの特徴
● 火気に近づけると引火しやすい。

● アルコールから発生する可燃性蒸気は、空気より重く、低いところにたまりやすい。

このため、ご家庭や事業所などにおいて、消毒用アルコールを使用する場合、
以下の事項に十分注意の上、安全に取り扱ってください。

火災予防のための注意事項

火災に
注意!

消毒用
アルコール

火気厳禁

消毒用アルコールを容器
に詰め替える場合は、漏
れ、あふれまたは飛散し
ないよう注意しましょう。
また、詰め替えた容器に
消毒用アルコールや火気
厳 禁などの 注 意 事 項を
記載してください。

消毒用アルコールを使用す
るときは、火気の近くで使
用しないようにしましょう。

消毒用アルコールの容器を設
置・保管する場所は、直射日
光が当たる場所や高温となる
場所を避けましょう。

消毒用
アルコール

火気厳禁

消毒用アルコールの容器を
落下させたり、衝撃を与え
ることのないように気をつけ
てください。

室内の消毒や消毒用アルコールの容器詰替えなどに
より、アルコールの可燃性蒸気が滞留するおそれが
ある場合には、通気性の良い場所や換気が行われて
いる場所で行いましょう。また、密閉した室内で多量
の消毒用アルコールの噴霧を行うことはさけましょう。

！

問
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熱中症予防のポイント

のどが渇かなくてもこまめに水分補給
新型コロナウイルス感染防止のため、マスクを付けて過ごすことにな
ります。マスクをしていると、体内に熱がこもりやすくなります。顔以
外の皮膚から熱を逃すために、ノースリーブやネクタイなしのシャツ、
半ズボンなどの服を着る等工夫しましょう。
また、マスク内の湿度が上がることで、のどの渇きを感じにくくなるた
め、意識的に水分を補給しましょう。塩分を含んだ経口補水液やス
ポーツドリンクを補給することも効果的です。

熱中症予防を意識し、「おかしい」と思ったら早めに病院へ
自粛生活により、運動不足や汗をかかない生活を送っている方が
多いため、身体が暑さに慣れておらず例年以上に熱中症になり
やすくなっています。熱中症は、体温上昇、めまい、身体のだるさ、
ひどいときには、けいれんや意識の異常など様々な障害をおこし、
命が危険になることもあります。体調に異常を感じたら早めに、涼
しいところに避難し、水分補給や医療機関を受診するなどしましょ
う。

今年の夏は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のための不要不急の外出自粛や３つの密を避けること、

普段からマスクを着用する生活など、例年とは全く違う生活が求められています。

このような影響により例年に比べて熱中症のリスクがさらに高まっています。

今年の夏はいつも以上に熱中症の予防をしっかり行い、元気な夏を過ごしましょう！

熱中症を予防しよう

のどが
かわいていなくても
水分補給を！

熱中症になりにくい室内環境作り
家の中でじっとしていても室温が高いと、身体
から熱が逃げにくくなります。室温28℃を目安
に、エアコンや扇風機を上手に使い、室温が高
くならないようにしましょう。
室温が上がりにくい環境（こまめな換気、室温
確認、遮光カーテン、すだれなど）を心がけま
しょう。

エアコン、扇風機を
使おう

消防本部消防課（73-1194）　健康づくり推進課（73-1212）問
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地
域
の
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
「
地

域
密
着
」
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
レ

ス
ト
ラ
ン
を
経
営
し
て
い
ま
す
。
ス
ー

パ
ー
で
は
、
地
域
農
家
さ
ん
の
商
品
も
取

り
扱
い
、
利
用
客
の
声
を
反
映
し
た
商
品

も
品
揃
え
。
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、
看
板
メ

ニ
ュ
ー
の
ハ
ン
バ
ー
グ
を
は
じ
め
と
し
た

洋
食
か
ら
和
食
ま
で
、
幅
広
い
メ
ニ
ュ
ー

を
取
り
揃
え
て
い
ま
す
。
コ
ス
ト
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
自
慢
。「
か
わ
ね
や
が

あ
っ
て
良
か
っ
た
！
」
と
皆
さ
ん
に
思
っ

て
も
ら
え
る
ス
ー
パ
ー
を
目
指
し
て
、

フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
軽
く
対
応
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
食
の
安
全
・
安
心
に
も
尽
力
。
自

家
製
惣
菜
は
遺
伝
子
組
み
換
え
で
な
い

油
を
使
う
な
ど
原
材
料
に
も
こ
だ
わ
っ
て

作
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
の
食
生

活
を
よ
り
豊
か
に
し
て
く
れ
る
、
な
く
て

は
な
ら
な
い
企
業
で
す
。

「
地
域
密
着
」の

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
＆
レ
ス
ト
ラ
ン

常
陸
太
田
市
に
は
、
各
分
野
で
活
躍
す
る

輝
く
企
業
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。こ
の
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
そ
ん
な
輝
く
企
業
の
「
魅
力
」

を
ご
紹
介
！
地
元
就
職
を
考
え
て
い
る
学

生
さ
ん
も
必
見
で
す
！

株式会社かわねや
本社：木崎二町 874

《企業データ》
代表者：代表取締役　大谷昌吉
資本金：5,000万円
TEL：72-1141

常
陸
太
田
の

　
　
　
　
　

   

を

紹
介
し
ま
す
！

輝
く
企
業

臼杵市の秋の風物詩となった「うすき竹宵」の交流都市ブースに、毎年、常陸太田
市に出展いただいています。特産品の販売や観光パンフレットの配布、常陸太田
市のPRなどを行っていただいており、地酒やそば関連商品、郷土名菓などの特
産品が大人気です！

常陸太田市のみなさん、こんにちは。今まで５回にわたり、臼杵市の魅力を紹介し
てきましたが、今回は、年を追うごとに活発となる『臼杵市と常陸太田市の交流』に
ついてご紹介します。

ほっとさんがご案内
知るほど好きになる う♥のいいところ！

すき

常陸太田市の一大イベント「常陸秋そばフェスティバル里山フェ
ア」にて、毎年、姉妹都市・有縁友好都市交流コーナーに臼杵市も
出展させていただいています。かぼすや焼酎、郷土名菓などの臼
杵市の特産品を販売し、臼杵市のPRを行っています。また、臼杵市
のマスコットキャラクター“ほっとさん”グッズも人気です。なお、道
の駅ひたちおおた内に常設ブースを設けていただいており、臼杵
の特産品が購入可能となっています。ぜひ、ご利用ください。 ほっとさん

今後もう♥の魅力をお伝えしていきますのでお楽しみに！
すき

その5

すき

臼杵→常陸太田 常陸秋そばフェスティバル里山フェアにて臼杵市をPR

常陸太田→臼杵 うすき竹宵にて常陸太田市をPR

12
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6月から、新たな救急医療システム「ラピッド方式ドクターカー」、通称「ラピッドカー」の
運用が始まりました。常陸太田市、日立市、高萩市、北茨城市の茨城県北部地区４市が
日立総合病院と協定を結んだ新たな救急医療サービスです。365日24時間体制で日
立総合病院に常駐し、いつでも出動できるように待機しています。平成28年に日立市・
高萩市・北茨城市が救急医療体制を充実させ地域住民が安心して暮らせるようにと運
用開始し、今年から本市も共同運用に加入しました。

「ラピッド」とは「迅速」の意味で、ラピッドカーとは、消防からの要請により『心肺停止や重症な患者さ
んの治療をいち早く行う』ため、医師・看護師および救急医療資器材を載せて現場に出動する緊急車両です。

ラピッドカーとは？

どんな時に出動するのですか？Q1
心肺停止または重症と判断した場合、事故
等で救出に時間がかかる場合、多数の傷病
者が発生した場合などです。 費用はかかりますか？

医師が現場に出向くことから、診療報酬制
度に基づき往診料がかかるほか、処置をし
た場合は病院を受診した時と同様に処置料
がかかります。

ラピッドカーは何台ありますか？
1台のみです。

どこまで来てくれますか？
常陸太田市、日立市、高萩市、北茨城市内の
すべてに出動します。

誰でも要請できますか？
市民の皆さんは直接要請できませんので、
まずは119番通報して救急車を呼んでくだ
さい。現場に到着した救急隊が必要と判断
した場合に出動します。なお、119番通報の
内容によっては、通報時点で要請する場合
もあります。

問：消防本部消防課 73-1194

Q3

Q2

Q5

Q4

A1 A3

A5

A4

A2

ラピッドカー運用
市
民
の
大
切
な
生
命
を
救
う

消
防
ひ
た
ち
お
お
たRapid car

医師・看護師
が救急現場

に

新たな救急医療体制！



刻々と変化する社会情勢や本市を取り巻く新たな行政課題に的確に対応しながら、より一層の行政改革に取り組むことで、さらなる行政
サービスの充実・向上を推進し、第６次市総合計画の目標実現を図るため、令和２年度から令和６年度まで５カ年の行政改革大綱を策定し
ました。

（１）効果額
平成27年３月に策定した行政改革大綱に基づく主な取り組みとしては、事務事業の見直し、定員管理・給与の適正化、公立保
育園の民営化等により３億４９７８万円の経費を削減、債権の徴収率向上、未利用地の処分、広報紙の広告収入等により、７億３
７４３万円の増収、合計10億８７２１万円の効果を図ることができました。
（２）取組み実績
市民満足度の高い行政経営を実現するため、３つの主要事項を掲げ、11の推進事項で取組の方向性を示すとともに、実効性
を確保するため、44の実施事項を設け、その達成に向けて取り組みながら、市民サービスの向上を図ってきました。

（２）実施計画の策定
行政組織経営全般について、計画策定（Plan）→実施（Do）→検証（Check）→見直し（Action）のサイクルに基づき、不断の
点検を行いつつ、大綱に基づく行政改革の取組みを着実に推進するため、各推進事項に関連した具体的な取組み、目標、実
施時期等を明示した実施計画を、毎年度策定します。
（３）進行管理
市民の代表者等で組織する「常陸太田市行政改革懇談会」に進捗状況を報告して意見等をいただき、市議会と連携を図りつ
つ、市長を本部長とする「常陸太田市行政改革推進本部会議」および課長級職員による「行政改革幹事会」により、全庁的な
推進を図ります。
（４）実施状況の公表
実施状況については、毎年度広報紙およびインターネットを通して公表します。

新しい行政改革大綱を策定しました
総務課総務行政係（内線325）問

主な成果等

（１）推進体系図
少子高齢化や人口減少、多様化する市民ニーズなど、現在の本市を取り巻く課題に対応し、市第６次総合計画に掲げる「幸せ
を感じ、暮らし続けたいと思うまち」の目標を実現するため、「将来にわたり持続可能な行財政経営基盤の確立」を目指し、「最
少の経費で最大の効果をあげる」基本原則に基づき、次のとおり基本方針・主要事項・推進事項を定めました。

効果的・効率的な
行政経営

Ⅰ

自主性・自立性の
高い財政経営

Ⅱ

基本方針 主要事項 推進事項

(1)市民協働の推進
①広報・広聴活動の充実
②市民参画機会の充実
③市民窓口サービスの向上
④デジタル技術の活用・事務の効率化
⑤柔軟性・機動性のある組織体制
⑥危機管理体制の整備
⑦人材の育成
⑧快適な職場環境づくり
⑨公営企業の経営健全化
⑩第三セクターの経営健全化
⑪民間企業等への委託推進
⑫効率的な徴収体制の構築
⑬自主財源の確保
⑭事業の整理合理化
⑮公有財産の整理合理化
⑯定員・給与の適正化
⑰経費の削減

(2)組織機能の向上・強化

(3)職員の資質向上

(4)公営企業等の経営健全化・
　 委託推進

(5)安定的な財源の確保

(6)財源の適正管理

１

新しい大綱の概要2
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常陸太田市からのお知らせ
＊ご案内の内容は中止・変更になる場合があります。

◆
応
募
資
格
：
歯
科
衛
生
士
お
よ
び
普

通
自
動
車
免
許

◆
業
務
内
容
：
市
内
の
高
齢
者
を
対
象

と
し
た
口
腔
機
能
向
上
事
業
（
サ
ロ
ン

団
体
等
へ
の
口
腔
に
関
す
る
出
前
講
座

や
介
護
予
防
事
業
の
中
で
の
口
腔
に
関

す
る
相
談
・
指
導
等
）

◆
雇
用
期
間
：
採
用
日
〜
令
和
3
年
3

月
31
日

◆
勤
務
場
所
：
市
社
会
福
祉
協
議
会

◆
勤
務
形
態
：
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

の
6
時
間
（
月
〜
金
）、
週
4
日
程
度
、

週
20
〜
30
時
間

◆
時
給
：
９
４
０
円

◆
募
集
人
員
：
１
人

◆
応
募
方
法
：
市
販
の
履
歴
書
に
写
真

を
貼
付
の
上
、
資
格
を
有
す
る
こ
と
が

わ
か
る
も
の
の
写
し
を
添
え
て
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
申
・
問
：
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
73

‐
１
７
１
７
）

歯
科
衛
生
士
を
募
集

INFORMATION

● 金砂郷支所 76-2111　● 常陸太田市役所 72-3111

多
く
の
事
業
者
が
光
回
線
だ
け
で
な
く
、
独

自
サ
ー
ビ
ス
等
を
セ
ッ
ト
に
し
て
販
売
す
る
な

ど
、
契
約
内
容
が
多
様
化
、
複
雑
化
し
て
い
ま
す
。

勧
誘
を
受
け
た
際
は
、必
ず
契
約
先
の
事
業
者
名
、サ
ー

ビ
ス
名
等
の
契
約
内
容
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

「
安
く
な
る
」
な
ど
と
言
わ
れ
て
も
、
他
の
サ
ー
ビ
ス
と

の
セ
ッ
ト
契
約
で
か
え
っ
て
高
額
に
な
っ
た
り
、
現
在
契

約
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
の
解
約
料
金
が
発
生
し
た
り
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
現
在
の
契
約
内
容
を
理
解
し
た

上
で
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

困
っ
た
と
き
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

事 

例
ア
ド
バ
イ
ス

消
費
生
活
相
談

◆
問
：
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
市
民
協
働
推
進
課
内 

70
‐
１
３
２
２
）

大
手
電
話
会
社
を
名
乗
り
、「
新
サ
ー
ビ
ス
で

す
」
と
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
の
で
、
長
年
契
約

し
て
い
る
会
社
だ
と
思
っ
て
話
を
聞
い
た
。
光
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
料
が
安
く
な
る
と
思
い
、
担
当
者
に
言
わ
れ

る
ま
ま
契
約
を
行
っ
た
。
し
か
し
、
届
い
た
登
録
完
了

通
知
を
見
た
ら
、
大
手
電
話
会
社
と
は
別
会
社
の
契
約

で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
解
約
し
た
い
。

光
回
線
サ
ー
ビ
ス
の
乗
り
換
え
は
慎
重
に

令
和
元
年
度
に
お
け
る
市
の
情
報
公
開

の
実
施
状
況
お
よ
び
個
人
情
報
保
護
の

運
用
状
況
に
つ
い
て
、
左
記
の
と
お
り
公

表
し
ま
す
。

■
個
人
情
報
保
護
の
運
用
状
況

・
個
人
情
報
取
扱
事
務
の
届
出
件
数

　
5
3
8
件

・
開
示
請
求
の
件
数 

1
件　
　
　

令
和
元
年
度
情
報
公
開
・

個
人
情
報
保
護
の
状
況
に
つ
い
て

実施機関 処理状況
公開件数 一部公開件数 非公開件数

請求件数

41
2
0
0
0
0

0

1
0

22 12
2

1

7市長 
教育委員会 
選挙管理委員会
公平委員会 
監査委員 
農業委員会 
固定資産評価
審査委員会
消防長 
議会 
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常陸太田市からのお知らせ

● 里美支所 82-2111　● 水府支所 85-1111

・
証
明
に
使
用
す
る
は
か
り
…
医
療
衛

生
上
、
保
健
体
育
上
、
統
計
の
公
表
の

た
め
の
計
量
等
に
使
用
す
る
も
の

◆
持
参
す
る
物
：

①
は
か
り
（
お
も
り
、
分
銅
も
必
ず
持

参
し
て
く
だ
さ
い
）

②
検
査
手
数
料
（
１
台
あ
た
り
５
２
０

円
〜
３
千
円
程
度
）

新
し
い
保
険
証
は
、
７
月
末
日
ま
で
に

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
は
簡
易
書

留
で
、
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

は
特
定
記
録
郵
便
で
お
送
り
し
ま
す
。

な
お
、
市
役
所
本
庁
・
各
支
所
の
窓
口

で
の
受
け
取
り
も
可
能
で
す
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
、
郵
便
で
の
受
領
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
保
険
証
は
被
保
険
者
の
証

明
で
あ
り
、
医
療
を
受
け
る
際
に
必
要

で
す
。
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
窓
口
で
受
け
取
り
を
希
望
す
る
方
】

７
月
３
日
（
金
）
ま
で
に
電
話
等
で
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

＊
代
理
の
方
で
も
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

◆
交
付
期
間
：
７
月
16
日
（
木
）
〜
31

日
（
金
）

◆
交
付
場
所
：
保
険
年
金
課
、
各
支
所

◆
持
参
す
る
物
：
受
領
す
る
方
の
身
分

証
明
書
（
運
転
免
許
証
等
）、
印
鑑
（
ス

タ
ン
プ
印
を
除
く
）

＊
国
民
健
康
保
険
の
保
険
証
に
つ
い
て

は
、
原
則
と
し
て
世
帯
主
の
方
に
交
付

し
ま
す
。
世
帯
主
以
外
の
方
が
受
け
取

８
月
１
日
か
ら
国
民
健
康
保
険
と

後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
証
が

新
し
く
な
り
ま
す

り
に
来
る
場
合
は
、
代
理
人
の
身
分
証

明
書
と
世
帯
主
の
委
任
状
を
必
ず
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

◆
問
：
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
…
保

険
年
金
課
国
保
係
（
内
線
１
１
２
・
１

１
３
・
１
１
４
）

後
期
高
齢
者
医
療
に
つ
い
て
…
保
険
年

金
課
年
金
医
療
係
（
内
線
１
１
７
・
１

１
８
）

商
取
引
に
お
け
る
「
は
か
り
」
は
2
年

に
1
回
の
定
期
検
査
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
対
象
者
に
は
、
県
計
量
協

会
よ
り
受
検
通
知
は
が
き
を
送
付
し
ま

す
。
な
お
、
は
が
き
が
届
か
な
か
っ
た
場

合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
と
き
・
と
こ
ろ
：
下
表
の
と
お
り

＊
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り

変
更
に
な
る
場
合
に
は
別
途
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
ま
た
、
予
定
通
り
実
施
す
る

際
は
感
染
防
止
の
た
め
、
消
毒
等
を
行

い
ま
す
。 

◆
対
象
：

・
取
引
に
使
用
す
る
は
か
り
…
各
種
商

店
の
商
取
引
、
運
送
の
小
荷
物
計
量
用
、

薬
剤
の
調
剤
、
野
菜
果
実
の
庭
先
取
引

等
（
直
売
所
等
を
含
み
ま
す
）
に
使
用

す
る
も
の

は
か
り
の
検
査
を
行
い
ま
す

検査区域

里美地区

水府地区

西小沢・世矢地区

幸久・佐竹地区

金郷・金砂地区

誉田地区

機初・河内・佐都地区

久米・郡戸地区

太田地区

里美文化センター

水府支所

西小沢市民ふれあいセンター

幸久市民ふれあいセンター

金砂郷支所

誉田市民ふれあいセンター

佐都市民ふれあいセンター

金砂郷支所

市生涯学習センター

7月16日（木）

7月17日（金）

7月20日（月）

7月22日（水）

7月27日（月）

7月28日（火）

7月29日（水）

日程 時間 ところ

午前・午後

午前・午後

午前・午後

午前のみ

午後のみ

午前・午後

午前・午後

午前・午後

午前・午後

10：30～12：00　　　13：30～15：00

7月21日（火）

午前 午後

③
受
検
通
知
は
が
き

◆
注
意
事
項
：
指
定
さ
れ
た
地
区
に
お

い
て
受
検
で
き
な
い
場
合
で
も
、
他
の
地

区
で
検
査
期
間
中
に
必
ず
受
検
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
問
：
県
計
量
協
会
（
０
２
９
‐
２
２
５

‐
７
９
７
３
）
／
商
工
振
興
・
企
業
誘
致

課
（
内
線
６
２
１
）
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＊ご案内の内容は中止・変更になる場合があります。

● 金砂郷支所 76-2111　● 常陸太田市役所 72-3111

◆
と
き
：
７
月
２
日
（
木
）
午
前
10
時

〜
午
後
３
時
（
受
付　
午
前
９
時
30
分

〜
）

◆
と
こ
ろ
：
市
役
所
本
庁
４
階
全
員
協

議
会
室

◆
相
談
員
：
水
戸
北
年
金
事
務
所
職
員
、

社
会
保
険
労
務
士

＊
共
済
年
金
に
つ
い
て
は
、
お
答
え
で
き

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◆
持
参
す
る
物
：
年
金
関
係
の
書
類
（
年

金
証
書
、
年
金
手
帳
等
、
年
金
の
種
類
・

加
入
期
間
の
わ
か
る
も
の
）

＊
代
理
の
方
が
相
談
す
る
場
合
に
は
、

委
任
状
が
必
要
で
す
。

◆
申
込
方
法
：
前
日
ま
で
に
電
話
で
予

約
を
し
て
く
だ
さ
い
（
完
全
予
約
制
）。

＊
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

◆
申
：
水
戸
北
年
金
事
務
所
お
客
様
相

談
室
（
０
２
９
‐
２
３
１
‐
２
２
８
３
）

◆
問
：
保
険
年
金
課
年
金
医
療
係
（
内

線
１
１
７
・
１
１
８
）

補
助
対
象
経
費
か
ら
国
の
補
助
金
を
差

し
引
い
た
金
額
の
2
分
の
1

◆
補
助
対
象
期
間
：
４
月
１
日
〜
令
和

３
年
３
月
31
日
（
す
で
に
設
置
し
て
い

る
方
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
）

◆
購
入
取
付
業
者
：
市
内
業
者
に
限
る

◆
交
付
申
請
等
：

①
あ
ら
か
じ
め
市
に
交
付
対
象
者
本
人

が
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
市
で
交
付
決
定
し
ま
す
。
交
付
決
定

後
に
、
装
置
を
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

③
取
付
け
後
に
、
市
に
実
績
報
告
・
補

助
金
請
求
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
取
付
状
況
を
確
認
し
ま
す
の
で
、
当

該
自
動
車
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
書
と
と
も
に
提
出
す
る
書
類
：

見
積
書
の
写
し
／
カ
タ
ロ
グ
の
写
し
／

運
転
免
許
証
の
写
し
／
車
検
証
の
写
し

◆
実
績
報
告
と
と
も
に
提
出
す
る
書
類
：

領
収
書
の
写
し
／
作
業
明
細
書
の
写
し

／
申
請
者
名
義
の
通
帳
（
口
座
番
号
の

部
分
）
の
写
し

◆
申
・
問
：
市
民
協
働
推
進
課
市
民
安

全
係
（
内
線
１
７
０
）
／
各
支
所

制
御
す
る
装
置

・
自
動
車
の
停
車
時
お
よ
び
走
行
時
に
、

ア
ク
セ
ル
ペ
ダ
ル
が
強
く
踏
み
込
ま
れ
た

際
に
ア
ク
セ
ル
開
度
を
制
御
す
る
装
置

◆
交
付
対
象
（
次
の
す
べ
て
に
該
当
す

る
方
）：

・
申
請
時
に
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方

・
令
和
３
年
３
月
31
日
現
在
で
75
歳
以
上

と
な
る
方

・
有
効
な
運
転
免
許
証
を
有
す
る
こ
と

・
安
全
運
転
支
援
装
置
を
設
置
し
よ
う

と
す
る
自
動
車
の
車
検
証
に
「
自
家
用
」

と
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

・
安
全
運
転
支
援
装
置
を
設
置
し
よ
う

と
す
る
自
動
車
の
車
検
証
の
氏
名
と
、

高
齢
者
の
運
転
免
許
証
に
記
載
さ
れ
て

い
る
氏
名
が
同一で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、

こ
れ
ら
の
氏
名
が
同
一で
な
い
場
合
は
、

当
該
自
動
車
の
車
検
証
の
住
所
と
当
該

高
齢
者
の
運
転
免
許
証
に
記
載
の
住
所

が
同一で
あ
る
こ
と

・
市
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と

・
転
売
を
目
的
と
し
て
い
な
い
こ
と

・
反
社
会
勢
力
等
で
な
い
こ
と

◆
補
助
金
額
（
１
人
１
回
〈
台
〉
限
り
）：

安
全
運
転
支
援
装
置
の
購
入
・
設
置
費

用
の
2
分
の
1
（
上
限
３
万
円
、
1
千

円
未
満
の
端
数
切
り
捨
て
）

＊
国
か
ら
の
助
成
を
受
け
る
場
合
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を

踏
ま
え
、
指
定
難
病
、
小
児
慢
性
特
定

疾
病
お
よ
び
肝
炎
の
受
給
者
証
の
有
効

期
間
が
１
年
間
延
長
さ
れ
ま
す
。
現
在

使
用
し
て
い
る
受
給
者
証
（
令
和
２
年
３

月
１
日
か
ら
令
和
３
年
２
月
28
日
ま
で
の

間
に
有
効
期
間
が
満
了
す
る
も
の
に
限

る
）
を
、
そ
の
有
効
期
限
か
ら
１
年
間

に
限
り
引
き
続
き
使
用
で
き
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
：
ひ
た
ち
な
か
保
健
所
健
康
増
進

課
（
０
２
９
‐
２
１
２
‐
７
２
７
２
）
／

ひ
た
ち
な
か
保
健
所
常
陸
大
宮
支
所（
０

２
９
５
‐
52
‐
１
１
５
７
）

高
齢
者
の
交
通
事
故
抑
制
お
よ
び
子
ど

も
の
安
全
向
上
の
た
め
、
安
全
運
転
支

援
装
置
を
設
置
す
る
方
に
補
助
し
ま
す
。

◆
対
象
と
な
る
装
置
（
後
付
け
）：

・
自
動
車
の
停
車
時
お
よ
び
走
行
時
に
、

前
方
ま
た
は
後
方
の
障
害
物
を
車
体
側

の
セ
ン
サ
ー
が
検
知
し
、
ア
ク
セ
ル
ペ
ダ

ル
が
強
く
踏
み
込
ま
れ
た
際
に
加
速
を

年
金
相
談

指
定
難
病
、小
児
慢
性
特
定
疾
病

お
よ
び
肝
炎
の
受
給
者
証
の

有
効
期
間
が
延
長
さ
れ
ま
す

高
齢
者
の
安
全
運
転
支
援
装
置

設
置
を
補
助
し
ま
す
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常陸太田市からのお知らせ
＊ご案内の内容は中止・変更になる場合があります。

「
常
陸
太
田
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」
は
、
地
方
の
活
力
を

維
持
・
増
進
す
る
観
点
か
ら
、
市
民
・

地
域
が
主
体
と
な
っ
て
施
策
を
推
進
し
、

少
子
化
・
人
口
減
少
の
抑
制
を
図
り
、

地
域
の
活
性
化
を
目
指
す
も
の
で
す
。

今
回
、
当
計
画
の
期
間
満
了
に
伴
い
、

令
和
２
年
度
か
ら
の
５
年
間
に
お
け
る

具
体
的
な
施
策
等
を
ま
と
め
た
「
第
２

期
常
陸
太
田
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」
を
策
定
す
る
に
あ
た

り
、
次
の
と
お
り
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

◆
意
見
を
募
集
す
る
案
件
名
：
第
２
期

常
陸
太
田
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
（
案
）

◆
資
料
の
公
表
・
意
見
の
募
集
期
間
：

６
月
19
日
（
金
）
〜
７
月
20
日
（
月
）

◆
資
料
の
公
表
場
所
：
企
画
課
、
広
報

広
聴
課
、
各
支
所
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

◆
意
見
の
提
出
方
法
：
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号（
法
人
そ
の
他
の
団
体
に
あ
っ

て
は
、
名
称
・
代
表
者
氏
名
・
所
在
地
・

電
話
番
号
）
を
明
記
の
上
、
次
の
い
ず

れ
か
の
方
法
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

様
式
は
任
意
で
す
。

●
郵
送　
企
画
課
、
広
報
広
聴
課

●
F
A
X　
72 

‐ 

３
０
０
２

●
メ
ー
ル

企
画
課

kikaku1@
city.hitachiota.lg.jp

広
報
広
聴
課

koho2@
city.hitachiota.lg.jp

●
持
参　
企
画
課
、
広
報
広
聴
課
、
各

支
所

◆
意
見
等
の
公
表
：
意
見
の
取
り
ま
と

め
が
済
み
次
第
、
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

意
見
と
そ
れ
に
対
す
る
市
の
考
え
を
公

表
し
ま
す
。
な
お
、
内
容
が
同
様
の
意

見
に
つ
い
て
は
、
ま
と
め
て
公
表
し
、

意
見
を
提
出
し
た
方
に
対
し
個
別
の
対

応
は
行
い
ま
せ
ん
。

◆
問
：
企
画
課
企
画
係
（
内
線
３
１
１
）

／
広
報
広
聴
課
広
聴
係
（
内
線
１
２
６
）

ひ
た
ち
お
お
た
お
知
ら
せ
版
5
月
25
日

号
で
お
知
ら
せ
し
た
、6
月
23
日
（
火
）

の
行
政
相
談
（
里
美
地
区
）
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

◆
問
：
広
報
広
聴
課
（
内
線
1
2
6
）

● 里美支所 82-2111　● 水府支所 85-1111

詳しくはこちらをご覧ください かなさ笑楽校Instagram（@kanasahurusato）／かなさ笑楽校HP

旧
金
砂
小
学
校
を
活
用
し
た
金
砂
ふ
る
さ
と
体

験
交
流
施
設
「
か
な
さ
笑
楽
校
」
の
3
階
を
改

修
し
ま
し
た
。
今
回
の
改
修
で
は
グ
レ
ー
ド
ア
ッ

プ
し
た
宿
泊
室
（
4
室
）
や
、
大
人
数
で
イ
ベ
ン

ト
や
e
ス
ポ
ー
ツ
も
楽
し
め
る
音
楽
室
、
ゆ
っ
た

り
と
し
た
空
間
で
読
書
を
楽
し
め
る
図
書
室

（
ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ
）
な
ど
を
整
備
し
ま
し
た
。

＊
施
設
は
6
月
8
日
か
ら
再
開
し
て
い
ま
す
。

かなさ笑楽校
まれる べる

か な さ し ょ う が っ こ う

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

第
２
期
常
陸
太
田
市
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

に
つ
い
て
意
見
を
募
集
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こ
れ
か
ら
の
本
格
的
な
出
水
期
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
市
で
は
今
後
発
生
が
予
想

さ
れ
る
台
風
等
の
自
然
災
害
発
生
時
に

開
設
す
る
避
難
所
に
お
い
て
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、

十
分
な
換
気
や
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
、
消
毒

の
徹
底
な
ど
、
可
能
な
限
り
避
難
所
の

衛
生
環
境
の
確
保
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

避
難
所
は
3
つ
の
密
（
密
閉
・
密
集
・
密

接
）
が
重
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
に
は
避
難
所
へ
の
避
難
が
必
要
か

ど
う
か
、
以
下
の
内
容
を
確
認
し
て
い
た

だ
い
た
上
で
、
判
断
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

19

備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
！

我
が
家
の
防
災

土
砂
災
害

避
難
所
で
の「
3
密
」を
防
ぐ
た
め
に

❶
住
ん
で
い
る
家
が
避
難
の

必
要
な
場
所
か
確
認

市
の
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
は
、
県
内

で
1
番
多
い
6
4
8
カ
所
。
浸
水
想
定

区
域
も
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
ま

ず
は
、
住
ん
で
い
る
場
所
が
、
避
難
が

必
要
か
ど
う
か
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

不
特
定
多
数
の
人
が
出
入
り
し
な
い
親

族
や
友
人
の
家
へ
の
避
難
も
有
効
で
す
。

次
の
対
応
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

・
受
付
時
に
検
温
を
す
る
。　

・
家
族
単
位
で
集
ま
る
。

・
こ
ま
め
に
手
洗
い
を
す
る
。

・
必
ず
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
。

・
避
難
者
同
士
の

　
間
隔
を
空
け
る
。

雨
が
降
り
出
し
た
ら
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ

で
発
表
さ
れ
る
「
土
砂
災
害
警
戒
情
報
」

を
確
認
し
て
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、

近
隣
の
が
け
や
地
面
に
ひ
び
割
れ
が
で
き

る
、
が
け
や
斜
面
か
ら
水
が
湧
き
出
る

な
ど
、 

い
つ
も
と
違
う
様
子
が
あ
る
場
合

は
、
す
ぐ
に
家
族
や
周
り
の
人
と
安
全
な

場
所
に
避
難
し
、
市
等
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

＊
避
難
は
、
市
が
開
設
す
る
避
難
所
ば

か
り
で
は
な
く
、
親
族
や
友
人
の
家
等
へ

の
避
難
も
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

市
で
は
、
土
砂
災
害
警
戒
情
報
な
ど
を

も
と
に
避
難
勧
告
等
を
発
令
し
ま
す
。

避
難
勧
告
等
は
警
戒
レ
ベ
ル
で
表
さ
れ
、

「
警
戒
レ
ベ
ル
３
」
は
避
難
準
備
・
高
齢

者
等
避
難
開
始
、「
警
戒
レ
ベ
ル
４
」
避

難
勧
告
が
出
た
ら
、
全
員
避
難
と
な
っ
て

ハザードマップ

防災対策課（内線351）問

い
ま
す
。 

ど
う
し
て
も
避
難
所
へ
の
避
難

が
困
難
な
と
き
は
、
家
の
中
で
よ
り
安
全

な
場
所
（
山
や
が
け
か
ら
離
れ
た
部
屋
や

２
階
な
ど
）
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

❷
避
難
所
以
外
へ
の
避
難

❸
避
難
所
で
は

警戒レベル1

早期注意
情報

避難情報等

（気象庁が発表）

警戒レベル2

洪水注意報
大雨注意報

等 
（気象庁が発表）

警戒レベル3

避難準備・
高齢者等
避難開始
（市が発令）

警戒レベル4

避難勧告
避難指示

   （緊急）＊2

（市が発令）
（市が発令）

警戒レベル5

災害発生
   情報＊1

高齢者等は
避難全員避難

土
砂
災
害
警
戒
情
報
や

雨
量
の
情
報
に
注
意

避
難
は
早
め
に

＊避難勧告等の避難情報は、河川の水位や土砂災害警戒情報等をもとに、避難の必要な地区に発令します。
＊各種の情報は、警戒レベル1-5の順番で発表されるとは限りません。状況が急変することもあります。
＊1 災害が実際に発生していることを把握した場合に、可能な範囲で発令
＊2 地域の状況に応じて緊急的または重ねて避難を促す場合等に発令



滑川睦人くん6月2日生まれ／小目町

りくと 宮腰來々未ちゃん6月2日生まれ／天神林町

ここみ 紺野陽愛ちゃん6月17日生まれ／天神林町

ひより

木下陽翔くん6月19日生まれ／山下町

はると 鈴木心春ちゃん6月21日生まれ／国安町

こはる 菊池一華ちゃん6月22日生まれ／山下町

いちか 木田萌衣ちゃん6月28日生まれ／幡町

めい

市内に住所を有する令和元年 8月生まれのお子さん（8月号掲載分）
7月10日（金）
お子さんの氏名（ふりがな）・性別・生年月日・住所、応募者（保護者）の氏名、電話番号
広報広聴課　〒313-8611 常陸太田市金井町 3690（内線 303・304）

満１歳のお子さんの写真大募集！！
１歳の記念にお子さんやお孫さんの写真を市報に掲載してみませんか？右下の QR コードを読み込んで
スマートフォンで撮影した写真を送ってください。「市ホームページ」→「広報・広聴」→「広報」→「はじめての
誕生日申し込み」からでも OK です。もちろんプリントした写真を郵送していただいても大丈夫！！下記の
広報広聴課までお送りください。※応募された写真は返却いたしませんのでご了承ください。

対　　象
〆　　切
必要事項
問

緑が美しい季節になりました。晴れた日に赤岩展望台から竜神大吊橋を見下ろす眺望はまさに絶景です。
山 の々緑と青空のコントラスト、うねる渓谷に架かる水色の橋。私たちの目を癒してくれる地元の素晴らしい景色です。

表紙に
よせて

広報ひたちおおた　発行／常陸太田市　編集／広報広聴課　72-3111（内線 303・304）

はじめてのお誕生日
おめでとうございます

6月で１歳です


